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計算ツールの概要及び入力方法に関する解説 

ＥＸＣＥＬによる計算ツールは、必要な項目に入力を行う事により耐震性能評価結果を表
示します。計算ツールは、『耐震性能評価』『建築物重量算定』『構造要素入力Ｘ方向２階』
『構造要素入力Ｘ方向１階』『構造要素入力Ｙ方向２階』『構造要素入力Ｙ方向１階』『通し柱
折損の検討』『チェックリスト』シートにわかれています。ここではシート毎に解説を示しま
す。 
 
1. 『耐震性能評価』シート 
「耐震性能評価」シートは、「建築物の概要」等の入力を行い、「建築物の重量」「せん断耐

力の算定」「せん断耐力の確認」等の結果を表示します。このシートで建築物の耐震性能評価
を判断することになります。 
下図①～⑬に入力項目と結果表示の概要を示します。 
入力項目は、①②⑬の該当項目となります。 

 

  

※

※

建物名称

階数 (階) 2  ≦ 2 ２階階高 H2 (m) 1.766 地盤種別 第1.5種

延べ面積 (m2) 177.13  ≦ 500 １階階高 H1 (m) 2.883 平家建て 0.28

高さ (m) 7.60  ≦ 13 階高比 Rh＝H2／H1 0.61 ２階建て 0.31

軒の高さ (m) 4.65  ≦ 9 柱脚計画 水平方向 拘束しない 上下方向 拘束しない 想定地震 震度6強

構造要素

全体 A B （C） （D） 全体 1 2 （3） （4）

２階 W2 (kN) 164.34 92.52 71.82 ― ― 164.33 79.88 84.45 ― ―

１階 W1 (kN) 191.23 123.34 67.89 ― ― 191.23 107.81 83.42 ― ―

基礎 W0 (kN) 160.26 92.22 68.05 ― ― 160.28 92.66 67.62 ― ―

重量比 Rw＝∑W2／∑W1 0.86 0.86
単位床面積

重量 (kN/m2) 2.43 2.43

長ほぞ (kN) ― ― ― ― ― 10.19 5.95 4.25 ― ―

貫 (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

差鴨居 (kN) ― ― ― ― ― 5.97 3.62 2.34 ― ―

土壁 (kN) 50.46 33.92 16.53 ― ― 44.99 18.43 26.56 ― ―

乾式土壁 (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

板壁 (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

方杖 (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

小壁 (kN) 16.97 4.85 12.12 ― ― 10.54 7.21 3.33 ― ―

乾式小壁 (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

剛節フレーム (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

格子壁 (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

粘弾性ダンパー (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

仕口補強材 (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他 (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他ダンパー (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

(kN) -8.22 -4.63 -3.59 ― ― -8.22 -3.99 -4.22 ― ―

(kN) 59.21 34.15 25.06 ― ― 63.47 31.22 32.25 ― ―

長ほぞ (kN) 5.20 5.20 ― ― ― 10.41 10.41 ― ― ―

貫 (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

差鴨居 (kN) 6.38 4.44 1.94 ― ― 12.49 5.55 6.94 ― ―

土壁 (kN) 81.40 61.56 19.84 ― ― 91.08 48.67 42.41 ― ―

乾式土壁 (kN) 18.38 ― 18.38 ― ― ― ― ― ― ―

板壁 (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

方杖 (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

小壁 (kN) 1.28 1.28 ― ― ― 9.74 0.70 9.04 ― ―

乾式小壁 (kN) 6.13 ― 6.13 ― ― ― ― ― ― ―

剛節フレーム (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

格子壁 (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

粘弾性ダンパー (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

仕口補強材 (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他 (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他ダンパー (kN) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

(kN) -17.78 -10.79 -6.99 ― ― -17.78 -9.38 -8.39 ― ―

1.00 1.00 1.00 ― ― 1.00 1.00 1.00 ― ―

(kN) 100.99 61.69 39.31 ― ― 105.93 55.94 49.99 ― ―

0.36 0.37 0.35 ― ― 0.39 0.39 0.38 ― ―

0.28 0.29 0.28 ― ― 0.30 0.30 0.30 ― ―

1.27 1.29 1.24 ― ― 1.30 1.31 1.28 ― ―

1.26 1.28 1.23 ― ― 1.26 1.28 1.23 ― ―

OK OK OK ― ― OK OK OK ― ―

1.01 1.03

(m) 3.91 3.91

0.20 0.20

0.31 0.31

0.86 0.89

1.00 1.00

1.00 1.00

(kN) 57.77 37.39 ― ― 52.32 46.80 ― ―

1.07 1.05 ― ― 1.07 1.07 ― ―

OK OK ― ― OK OK ― ―

0.34 0.35 ― ― 0.36 0.35 ― ―

OK OK ― ― OK OK ― ―

120 スギ

5000 二方差(隣辺)

NG
メッセージ

注意
メッセージ

京町家型標準設計法による耐震性能評価 ver.290401

注意 No.5：【構造要素入力】「せん断耐力増減係数1.0」以外の入力があります。ゾーン境界線上のせん断耐力を振分けしている場合等、説明下さい。

通し柱
の確認

樹種通し柱折損の判定 折損なし

大黒柱代表柱位置 断面係数の有効率

柱せい　Ｄ　(mm)

全高さ　Ｈ　(mm)

建築物の
概要

構造階高 地盤概要

データ入力欄

○○邸

欄 : ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄから該当項目を選択して下さい。

欄 : 建物名称、数値を直接入力して下さい。

１階の作用せん断力を

層せん断力係数の形で

無次元化した値 Cb

その他ダンパー等価粘性減衰定数

構造要素
毎のせん
断耐力

Qu1i

建築物の
重量

方　向
ゾーン

Rw≧0.2→1階先行降伏条件の確認を行います

建築物の
せん断耐
力の算定

Rw≧0.2→1階先行降伏条件の確認を行います

Ｘ方向
項目

Ｐ⊿2=－W2/20

Ｐ⊿1=－(W1＋W2)/20

柱脚の浮き上がりによるせん断耐力の低減係数

Ｙ方向

１階先行
降伏条件
の確認

Cu2／Cub≧RC0の判定

京町家単位床面積重量参考値2.5～3.5(kN/m2) 京町家単位床面積重量参考値2.5～3.5(kN/m2)

Cub＝∑Qu1／(∑W2＋∑W1)

Cu2/Cub

２階

１階

構造要素
毎のせん
断耐力

Qu2i

w＝(∑W2＋∑W1)／延べ面積

Qu2＝ΣQu2i＋P⊿2

Qu1＝(ΣQu1i＋P⊿1)×低減係数

RC0＝(1＋Rw)・(1＋Rh)／(1＋Rw＋Rw・Rh)

Cu2＝∑Qu2／∑W2

異なる等価粘性減衰定数による補正係数 r

Cbの採用値

建築物の
作用せん
断力の算定

(Qu1＋α0･W0)／(W2＋W1＋W0)≦0.4の判定

想定地震による補正係数 k

2階建てCbを採用します

せん断耐力
の確認

≦1.10→1階2階同時降伏条件を満足します ≦1.10→1階2階同時降伏条件を満足します
１階２階
同時降伏
条件確認 参考値：(Cu2／Cub)／RC0＝1の時の

　　　　等価１質点系階高Heから求めたCb

(Cu2／Cub)／RC0

参考値：(Cu2／Cub)／RC0＝1の時の

　　　　等価１質点系階高He

注意 No.5：同じ条件の構造要素が複数ある場合に「個数」を入力し、ゾーニング境界線上に構造要素が位置する場合にせん断耐力「配分率0.5」を入力しました。詳細は別添資料に示す。

滑動の確認

想定地震【震度6強】 想定地震【震度6強】

１階２階同時降伏条件による補正係数ky １階２階同時降伏条件を満足しています １階２階同時降伏条件を満足しています

所見

建築物の作用せん断力Q1＝(W2＋W1)・Cb・ky・k・r

2階建てCbを採用します

Qu1／Q1

Qu1／Q1≧1の判定

(Qu1＋α0･W0)／(W2＋W1＋W0)

⑩「通し柱折損の検討」結

果を表示します。 

②使用するダンパーの「等

価粘性減衰定数」の数値

を入力下さい。 

『構造要素入力』シート

の「その他ダンパー」を

設定する時に使用しま

す。 

 ③『建築物重量算定』シー

トに入力した重量の集計

結果を表示します。 

単位床面積重量の値を参

考値と比較・確認下さ

い。 

 

④『構造要素入力』シート

に入力したせん断耐力の

集計結果を表示します。 

⑥２階建ての時、「１階２階

同時降伏条件確認」結果

を表示します。 

⑤２階建ての時、「１階先行

降伏条件の確認」結果を

表示します。 

⑬結果・メッセージに対す

る「所見」を記入下さ

い。 

 

⑫計算結果に対する「注意

メッセージ」を表示しま

す。 

 

⑨方向・ゾーン毎の「滑動

の確認」結果を表示しま

す。 

 

⑧方向・ゾーン毎の「せん

断耐力の確認」結果を表

示します。 

 

⑦方向毎に「Cb の採用値」

に乗じる「補正係数」を

計算し、方向・ゾーン毎

の「建築物の作用せん断

力の算定」結果を表示し

ます。 

 

①「建物名称」「建築物の概

要」「構造階高」「柱脚計

画」「地盤概要」「想定地

震」の各項目を入力下さ

い。 

 

⑪計算結果に対する「ＮＧ

メッセージ」を表示しま

す。 
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『耐震性能評価』シート解説①～⑬と『ＥＸＣＥＬによる計算ツールの流れ』の関係 

  

 

 

NGメッセージ一覧

NG No.1 ：【建築物の概要】適用範囲を超えている箇所があります。

NG No.2 ：【建築物の重量】重量比RW＜0.2の場合は、Cu2/Cub≧2を満足する必要があります。

NG No.3 ：【１階先行降伏条件】２階建てですが１階先行降伏条件を満足していません。

NG No.4 ：【せん断耐力の確認】必要なせん断耐力を確保できていないゾーンが存在します。

注意メッセージ一覧

注意 No.1 ：【想定地震】「震度6弱」で検討しています。

注意 No.2 ：【１階先行降伏条件】２階建てですが１階先行降伏条件を満足していないゾーンがあります。

注意 No.3 ：【せん断耐力の確認】(Qu1＋α0･W0)／(W2＋W1＋W0)が0.4を超えているゾーンが存在します。滑動に対して配慮して下さい。

注意 No.4 ：【構造要素】「その他ダンパー等価粘性減衰定数」を設定しています。根拠資料を添付して下さい。
注意 No.5 ：【構造要素入力】「せん断耐力増減係数1.0」以外の入力があります。ゾーン境界線上のせん断耐力を振分けしている場合等、説明下さい。

注意 No.6 ：【構造要素入力】「その他」を設定しています。根拠資料を添付して下さい。

注意 No.7 ：【構造要素入力】「その他ダンパー」を設定しています。根拠資料を添付して下さい。

注意 No.8 ：【構造要素入力】「方杖」柱折損するものがあります。
注意 No.9 ：【構造要素入力】「小壁」柱折損するものがあります。
注意 No.10 ：【構造要素入力】「乾式小壁」柱折損するものがあります。
注意 No.11 ：【通し柱】通し柱折損の検討をして下さい。
注意 No.12 ：【通し柱】通し柱が折損します。

① ⑩ 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧⑨ 

⑪⑫⑬ 
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2. 『建築物重量算定』シート 

『建築物重量算定』シートは、建築物の方向・ゾーン・階毎の重量算出のための入力を行い、重量

の集計結果を表示します。 

下図①～④に入力項目と結果表示の概要を示します。 

入力項目は、①～②の該当項目となります。 

 

 

 

 

  

建築物重量の算定

項目
記号

X方向 Y方向

A2 82.90 82.90

A1 28.44 28.44

※ 欄：ドロップダウンリストから該当項目を選択して下さい。

※ 欄：数値を直接入力して下さい。

X方向

面積 重量 面積 重量 面積 重量 面積 重量 面積 重量

記号 (kN/m2) (kN/m2) (m2) (kN) (m2) (kN) (m2) (kN) (m2) (kN) (m2) (kN)

瓦屋根（ふき土なし） 0.65

勾配補正 5.0寸勾配 (×1.12)

勾配補正

土壁（t=65mm） 0.88

加算仕上

加算仕上

加算仕上

加算仕上

土壁（t=65mm） 0.84

加算仕上

加算仕上

その他の仕様 0.64 0.64

加算仕上

加算仕上

92.52 71.82 0.00 0.00 164.34

鉄板 0.23

勾配補正 5.0寸勾配 (×1.12)

勾配補正

土壁（t=65mm） 0.81

加算仕上

加算仕上

加算仕上

加算仕上

土壁（t=65mm） 1.44

加算仕上

加算仕上

仕様1 吹き抜け 0.25 11.94 2.99 0.00 0.00 0.00

仕様2

加算仕上

加算仕上

その他の仕様 0.64 0.64

加算仕上

加算仕上

その他の仕様 0.64 0.64

加算仕上

加算仕上

1階ロフト

設備

123.34 67.89 0.00 0.00 191.23

Ｄ１
土間

－ － － － － － －

仕様1 土壁（t=65mm） 1.33 48.21 64.12 38.97 51.83 0.00 0.00

仕様2

その他の仕様 0.64 0.64

加算仕上

加算仕上

92.22 68.05 0.00 0.00 160.26

43.90 28.10 25.34 16.22 0.00

全体ゾーン

B （C） （D）
直接入力

単位重量
A～Ｄ合計A

28.44

87.18

0.00

2階内部壁の下半分
＋1階内部壁の上半分
＋2階床梁（階段を含む面積）
＋2階積載荷重

59.33

その他任意面

任意面

鉛直面

浴室、玄関、土間等は、荷重が床組
材にかからないため、重量は算定し
ない。※面積は入力（単位床面積重
量計算用）

B1
1階の床面
－2階の床面

H2

仕様2

1階の内部壁の下半分
＋床梁＋足固め＋床板＋根太
＋束＋積載荷重

仕様1 22.99 5.96

１階用

W1

その他

任意面

１　階
床位置

W0 鉛直面

水平面

Ｄ１
床組

1階
の床面

C2

C1

W1＝A1＋B1＋H2＋吹抜＋矢切＋C2＋C1＋その他

W0＝Ｄ１床組＋C1＋その他

その他

算定する重量

1階外周壁
の下半分

C1
1階
の外周壁面

C2
2階外周壁
の上半分

1階
の屋根投影面

A1

2階屋根矢切矢切2

矢切1
1階
の屋根矢切面

2階
の外周壁面

1階
の外周壁面

2階
の床面

B2
2階小屋梁
＋2階内部壁の上半分

2階外周壁
の下半分

1階外周壁
の上半分

W2＝A2＋B2＋矢切＋C2＋その他

仕様項目

55.26 40.04仕様1

仕様1

2階
の屋根投影面

A2 2階屋根

仕様2
水　平
投影面
又　は
水平面

仕様1

仕様2

仕様2

基準入力面

１階から
自動入力 仕様2

※ろ

鉛直面

2階
の屋根矢切面

2階
の外周壁面

仕様1
※は

仕様2
※に

採用

単位重量

27.64 20.02

各床面
全　体
の面積

(m2)

（単位床面積重量計算用）

H2 59.33 59.33

87.1987.18D1

２階の床面積

１階の床面積

１階の屋根投影面積

２階の屋根投影面積

（単位床面積重量計算用）

２階用

W2

82.90

33.36 29.36 25.97 22.85 0.00 0.00

0.00 0.00

14.11 11.85 16.08 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00

19.14

5.45 1.41 0.00 0.00

37.40 0.00 0.00

水　平
投影面
又　は
水平面

2階
の床面

吹抜 階段を除いた吹き抜け

仕様1
※い

0.00 0.0017.62 11.27 20.10 12.87

0.00 0.00

0.0017.62 11.27 20.10 12.87 0.00

2階ロフト

設備

1階屋根・下屋の屋根

1階小屋梁
＋1階内部壁の上半分

1階屋根矢切

仕様2
※に

仕様1
※は

43.90 28.10 25.34 16.22

２階へ
自動入力

１階床位置へ
自動入力

１階から
自動入力

仕様１
※い

仕様2
※ろ

仕様2

仕様1 33.31 26.98

仕様1

仕様2

仕様2

仕様1 33.36 48.04 25.97

①「項目」毎に「仕様」を入力下さい。ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄ

から選択した場合は、「採用単位重量」は自動設定さ

れます。「その他の仕様」を選択した場合は、「直接入

力単位重量」に数値を直接入力下さい。 

該当「項目」がない場合は、項目「その他」欄に直接

入力下さい。 

②ゾーン毎に重量算出用の「面積」

の数値を直接入力下さい。次頁下

図の基準入力面の概要を参照下さ

い。項目「その他」の場合は、任

意に設定して入力下さい。 

計算結果「重量」を表示します。 

③全体の「面積」「重量」

の集計結果を表示しま

す。 

④『耐震性能評価』シートに表示する単位床面積重量の計算用床面積

を表示します。X,Y 方向の面積が同じであることを確認下さい。 

異なる場合は、入力を再確認下さい。 

2 階床面積 

H2 集計結果 

1 階床面積 

D1 集計結果 

X 方向 
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Y方向

面積 重量 面積 重量 面積 重量 面積 重量 面積 重量

記号 (kN/m2) (kN/m2) (m2) (kN) (m2) (kN) (m2) (kN) (m2) (kN) (m2) (kN)

瓦屋根（ふき土なし） 0.65

勾配補正 5.0寸勾配 (×1.12)

勾配補正

土壁（t=65mm） 0.88

加算仕上

加算仕上

加算仕上

加算仕上

土壁（t=65mm） 0.84

加算仕上

加算仕上

その他の仕様 0.64 0.64

加算仕上

加算仕上

79.88 84.45 0.00 0.00 164.33

鉄板 0.23

勾配補正 5.0寸勾配 (×1.12)

勾配補正

土壁（t=65mm） 0.81

加算仕上

加算仕上

加算仕上

加算仕上

土壁（t=65mm） 1.44

加算仕上

加算仕上

仕様1 吹き抜け 0.25 10.30 2.58 1.62 0.41 0.00 0.00

仕様2

加算仕上

加算仕上

その他の仕様 0.64 0.64

加算仕上

加算仕上

その他の仕様 0.64 0.64

加算仕上

加算仕上

1階ロフト

設備

107.81 83.42 0.00 0.00 191.23

Ｄ１
土間

－ － － － － － －

仕様1 土壁（t=65mm） 1.33 49.83 66.27 37.36 49.69 0.00 0.00

仕様2

その他の仕様 0.64 0.64

加算仕上

加算仕上

92.66 67.62 0.00 0.00 160.28

任意面 その他

W0＝Ｄ１床組＋C1＋その他

17.93 0.00 0.00

鉛直面
1階
の外周壁面

C1
1階外周壁
の下半分

１階から
自動入力 仕様2

※に

仕様1
※は

41.23 26.39 28.01

任意面 その他

W1＝A1＋B1＋H2＋吹抜＋矢切＋C2＋C1＋その他

水平面
1階
の床面

87.19

Ｄ１
床組

1階の内部壁の下半分
＋床梁＋足固め＋床板＋根太
＋束＋積載荷重

仕様2
※に

鉛直面

1階
の屋根矢切面

矢切1

26.39 28.01 17.93 0.00 0.00

0.00 0.00

仕様2
※ろ

仕様2

1階屋根矢切

仕様1

2階
の外周壁面

C2
2階外周壁
の下半分

２階へ
自動入力

仕様１
※い

20.18 12.92 17.54 11.23

1階
の外周壁面

C1
1階外周壁
の上半分

１階床位置へ
自動入力

仕様1
※は

41.23

仕様2

27.10 39.02 32.23 46.41 0.00 0.00

59.33

仕様2

26.57 21.52 6.74 5.46 0.00 0.00

仕様2

20.77 5.39 7.67 1.99 0.00 0.00

28.44

任意面 その他

2階ロフト

設備

W2＝A2＋B2＋矢切＋C2＋その他

水　平
投影面
又　は
水平面

1階
の屋根投影面

A1 1階屋根・下屋の屋根

仕様1

1階の床面
－2階の床面

B1
1階小屋梁
＋1階内部壁の上半分

仕様1

2階
の床面

H2

2階内部壁の下半分
＋1階内部壁の上半分
＋2階床梁（階段を含む面積）
＋2階積載荷重

仕様1

吹抜 階段を除いた吹き抜け

0.00 0.00

仕様2
※ろ

0.00 0.00

仕様2

鉛直面

2階
の屋根矢切面

矢切2 2階屋根矢切

仕様1 18.15 15.25 15.09 12.68

2階
の外周壁面

C2
2階外周壁
の上半分

１階から
自動入力

仕様1
※い

20.18 12.92 17.54 11.23

0.00

仕様2

B2
2階小屋梁
＋2階内部壁の上半分

仕様1 27.10 23.85 32.23 28.36 0.00

82.90

仕様2

仕様1 38.47 27.87 44.43 32.19 0.00 0.00

直接入力

単位重量
（3） 1～4合計1 2

全体ゾーン

（4）

算定する重量

２階用

W2

基準入力面

１階用

W1

１　階
床位置

W0

項目 仕様

水　平
投影面
又　は
水平面

2階
の屋根投影面

A2

浴室、玄関、土間等は、荷重が床組
材にかからないため、重量は算定し
ない。※面積は入力（単位床面積重
量計算用）

2階屋根

2階
の床面

採用

単位重量

図 基準入力面（入力する面積）の概要 

A2 

（水平投影面） 

B2 

H2 

D1 

A1 

（水平投影面） 

B1 

2 階用 

Ｗ２ 

1 階用 

Ｗ１ 

1 階床位置 

Ｗ０ 

矢切 2 

矢切 1 

C2 

C2 

C1 

C1 

2 階用 

Ｗ２ 

1 階用 

Ｗ１ 

1 階床位置 

Ｗ０ 

 

(a)水平投影面または水平面 (b)鉛直面 

②(b)矢切・外周壁面積を入力下さい。 ②(a)屋根・床面積を入力下さい。 

𝑤𝐻2 

𝑤𝐻1 

𝑤𝐻2

2
 

𝑤𝐻2

2
 

𝑤𝐻1

2
 

𝑤𝐻1

2
 

𝑤𝐻2 

𝑤𝐻1 

𝑤𝐻2

2
 

𝑤𝐻2

2
 

𝑤𝐻1

2
 

𝑤𝐻1

2
 

Y 方向 

①「項目」毎に「仕様」を入力下さい。ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄ

から選択した場合は、「採用単位重量」は自動設定さ

れます。「その他の仕様」を選択した場合は、「直接入

力単位重量」に数値を直接入力下さい。 

該当「項目」がない場合は、項目「その他」欄に直接

入力下さい。 

②ゾーン毎に重量算出用の「面積」

の数値を直接入力下さい。下図の

基準入力面の概要を参照下さい。

項目「その他」の場合は、任意に

設定して入力下さい。 

計算結果「重量」を表示します。 

③全体の「面積」「重量」

の集計結果を表示しま

す。 

2 階床面積 

H2 集計結果 

1 階床面積 

D1 集計結果 

重量算定用階高 重量算定用階高 重量を適切に算定できる高さを設定下さい。 
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3. 『構造要素入力』シート 

『構造要素入力』シートは、構造要素毎に入力を行い、せん断耐力を自動計算します。方

向・階毎に『Ｘ方向２階』、『Ｘ方向１階』、『Ｙ方向２階』、『Ｙ方向１階』の４シートに分か

れていますので該当するシートに入力を行う必要があります。 

下図①～⑥に入力項目と結果表示の概要を示します。 

入力項目は、①・③と「構造要素」毎の該当項目となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

構造要素の入力 入力結果一覧へ

※ 欄：ドロップダウンリストから該当項目を選択して下さい。

※ 欄：数値を直接入力して下さい。

ボタン：構造要素の入力を全て削除(※復元不可)

ボタン：構造要素の入力項目以外削除(※復元不可)

ボタン：選択した構造要素の入力項目へ移動

X 2階

入力結果 せん断耐力 採用

ゾーン 位置 構造要素 せん断耐力 増減係数 せん断耐力

(kN) 1以外入力0個 (kN)

A 1 長ほぞ 1.10 1.0 1.10 階高 2730(mm) ほぞ向き 強軸 箇所数 2 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

A 2 貫 0.31 1.0 0.31 階高 2730(mm) 貫厚さ 15(mm) 柱径 120(mm) 貫本数 3(本) ― ― ― ― ― ― ― ― ―

A 3 差鴨居 0.76 1.0 0.76 階高 2730(mm) 仕口形状 雇いほぞ込栓打ち 梁せい 150(mm) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

A 4 土壁 2.62 1.0 2.62 長さ 1820(mm) 厚さ 40(mm) 裏返し 無 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

A 5 乾式土壁 11.23 1.0 11.23 長さ 1820(mm) パネル厚さ 26(mm) 下地仕様 受材 張り方 片面 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

A 6 板壁 2.09 1.0 2.09 長さ 910(mm) 仕様 下見板壁 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

A 7 方杖 4.39 1.0 4.39 階高 2730(mm) 柱樹種 スギ 柱 D 105(mm) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

A 8 小壁 2.81 1.0 2.81  垂れ壁付き柱 小壁仕様 2P 小壁 t 60(mm) 小壁 垂h1 755(mm) 小壁 腰h2 (mm) 壁高補正 60(mm) 柱樹種 スギ 柱全面壁 無し又は片側 柱 D 120(mm) 柱 H 2730(mm) 柱本数 2(本) ― ―

A 9 乾式小壁 3.41 1.0 3.41  垂れ壁付き柱 小壁仕様 2P パネル厚さ 26(mm) 下地仕様 受材 張り方 片面 小壁 垂h1 705(mm) 小壁 腰h2 (mm) 壁高補正 105(mm) 柱樹種 スギ 柱全面壁 無し又は片側 柱 D 120(mm) 柱 H 2730(mm) 柱本数 2(本)

A 10 剛節フレーム 7.50 1.0 7.50 高さ 2730(mm) 仕様 2-36×180 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

A 11 格子壁 3.75 1.0 3.75 長さ 1820(mm) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

A 12 粘弾性ダンパー 1.00 1.0 1.00 高さ 2730(mm) タイプ 15cm 箇所数 4 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

A 13 仕口補強材 4.00 1.0 4.00 階高 2730(mm) タイプ R10 箇所数 4 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

A 14 その他 1.00 1.0 1.00 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

A 15 その他ダンパー 4.00 1.0 4.00 高さ 2730(mm) タイプ その他 箇所数 4 周期 1.5(秒) 基本耐力 4(kN) 補正係数1 1 補正係数2 1 ― ― ― ― ― ―

入力結果一覧

項目以外削除

全て削除

入力セルへ移動

②「入力セルへ移動」ボタ

ンをクリックすると選択

した「構造要素」の入力

セルへ移動します。「構

造要素」毎に項目を入力

下さい。 

①「ゾーン」「構造要素」

は、ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄから

該当項目を選択して下

さい。 

「位置」は任意の文字

を直接入力下さい。計

算に影響しません。 

④構造要素毎に入力した結

果を「入力結果一覧」と

して表示します。 

入力確認等に利用して下

さい。 

⑤「入力結果一覧へ」セル

をクリックすると「入力

結果一覧」を画面に表示

するようにセルが移動し

ます。 

③「入力結果せん断耐力」に計算したせん断耐力を表示します。 

「せん断耐力増減係数」は、数値を直接入力下さい。 

「入力結果せん断耐力」×「せん断耐力増減係数」＝「採用せん断耐力」 

となります。 

 

「せん断耐力増減係数」の使用について 

 ※「1」以外を入力した場合は、『耐震性能評価』シートにメッセージを 

  表示します。 

（例） 

・原則「1」を入力し、構造要素毎の入力を行う。 

・ゾーニング境界線上に構造要素がある場合、ゾーン毎に「0.5」を入力し 

 ゾーンに耐力を割り振る。（※耐力が重複しないように注意すること） 

・同じ構造要素が 2 か所ある場合、「2」を入力する。 

⑥ 「全て削除」：構造要素の入力を全て削除（※復元不可）するボタンがあります。 

「ゾーン」、「位置」、「構造要素」、「せん断耐力増減係数」、「構造要素入力セル」を全て

削除します。 

「項目以外削除」：構造要素の入力項目以外を削除（※復元不可）するボタンがあります。 

構造要素で選択した以外の「構造要素入力セル」を削除します。削除しなくても計算に

は影響しません。入力の整理に利用して下さい。 

（例） 

・構造要素「土壁」→「乾式土壁」に入力を変更した場合に、「項目以外削除」ボタンを

押すと、計算で必要のない「土壁」構造要素入力セルに入力した値を削除します。（選

択している「乾式土壁」以外の構造要素入力セルを全て削除します。） 

 

方向と階 
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3.1.「長ほぞ」入力セル 

「長ほぞ」の入力項目に入力するとせん断耐力を自動計算します。 

下図①～③に入力項目と結果表示の概要を示します。 

入力項目は、①の(1)～(3)となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(詳細設計法案 P.110 より引用) 

図 長ほぞの入力項目 

 

入力項目 

(1) ：横架材芯々間距離(mm) 

(2) ：ほぞ向き「強軸」「弱軸」から選択 

(3) ：箇所数(箇所) 

 

せん断耐力計算式 

せん断耐力 𝑄 = 𝑎1 ×
𝑀

𝑎2
× 𝑎3  (kN) 

𝑀 ：基本耐力は、長ほぞ仕口 1 箇所あたりの特定回転角 1/20 時の 

曲げモーメント(kN･m) 

𝑎1 ：補正係数「強軸 or 弱軸」強軸の時 1、弱軸の時 0 

𝑎2 ：補正係数「横架材芯々」(m) 

𝑎3 ：補正係数「箇所数」(箇所) 

 

適用範囲 

「標準設計法案」による。 

チェックリスト９．構造要素の条件についても確認下さい。 

  

(1) (2) (3)

横架材芯々 ほぞ向き 箇所数 基本耐力 長ほぞ

間距離 強軸or弱軸 横架材芯々 箇所数 せん断耐力

(mm) (kN・m) (m) (箇所) (kN)

2,730 強軸 2 1.5 1 2.73 2 1.10

補正係数

長ほぞ

①「横架材芯々間距離」「箇所

数」は、数値を直接入力下さ

い。 

「ほぞ向き」は、ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘ

ｽﾄから該当項目を選択して下

さい。 

②「基本耐力」「補正係数」

には、せん断耐力を計算

するための値を表示しま

す。この値を用いてせん

断耐力を自動計算しま

す。 

③「せん断耐力」の

計算結果を表示し

ます。 

長ほぞ 

横架材芯々間距離 

長ほぞ 

ほぞ向き 

(1) 

(2) 

長ほぞ 

箇所数 

(3) 

※計算方向と強軸方向

が一致している事を

確認し「強軸」を選

択して下さい。 

「弱軸」の場合は耐

力を評価しないので

「せん断耐力」は 0

となります。 

※(a)の時 2、(b)の時 1 

石場建て 
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3.2.「貫」入力セル 

「貫」の入力項目に入力するとせん断耐力を自動計算します。 

下図①～③に入力項目と結果表示の概要を示します。 

入力項目は、①の(1)～(4)となります。 

 

 

 

 

 

 

 

(詳細設計法案 P.110 より引用) 

図 貫の入力項目 

 

入力項目 

(1) ：横架材芯々間距離(mm) 

(2) ：貫厚さ(mm)「15」「18」「21」「24」「27」「30」から選択 

(3) ：柱径(mm)「120」「135」「150」から選択 

(4) ：貫本数(本) 

 

せん断耐力計算式 

せん断耐力 𝑄 =
𝑀

𝑎1
× 𝑎2  (kN) 

𝑀 ：基本耐力は、貫厚さ・柱径に対する特定回転角 1/20 時の曲げモーメント(kN･m) 

𝑎1 ：補正係数「横架材芯々」(m) 

𝑎2 ：補正係数「貫本数」(本) 

 

適用範囲 

「標準設計法案」による。 

チェックリスト９．構造要素の条件についても確認下さい。 

  

(1) (2) (3) (4)

横架材芯々 貫厚さ 柱径 貫本数 基本耐力 貫

間距離 横架材芯々 貫本数 せん断耐力

(mm) (mm) (mm) (本) (kN・m) (m) (本) (kN)

2,730 15 120 3 0.28 2.73 3 0.31

補正係数

貫

①「横架材芯々間距離」「貫本

数」は、数値を直接入力下さ

い。 

「貫厚さ」「柱径」は、ﾄﾞﾛｯﾌﾟ

ﾀﾞｳﾝﾘｽﾄから該当項目を選択し

て下さい。 

②「基本耐力」「補正係

数」には、せん断耐力を

計算するための値を表示

します。この値を用いて

せん断耐力を自動計算し

ます。 

③「せん断耐力」の

計算結果を表示し

ます。 

柱径 

貫厚さ 

貫本数 

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

横架材芯々間距離 
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3.3.「差鴨居」入力セル 

「差鴨居」の入力項目に入力するとせん断耐力を自動計算します。 

下図①～③に入力項目と結果表示の概要を示します。 

入力項目は、①の(1)～(3)となります。 

 

 

 

 

 

 

 

(詳細設計法案 P.110 より引用) 

図 差鴨居の入力項目 

 

入力項目 

(1) ：横架材芯々間距離(mm) 

(2) ：仕口形状 「雇いほぞ込栓打ち」 

  「雇いほぞ車知打ち(雇い竿車知)」 

  「小根ほぞ鼻栓打ち(胴付き小根ほぞ鼻栓止め)」 

  「小根ほぞ込栓打ち(胴付き小根ほぞ込栓止め)」 

  「小根ほぞ割り楔締め(胴付き小根ほぞ割り楔締め)」から選択 

(3) ：梁せい(mm)「150」「180」「210」「240」「270」「300」から選択 

 

せん断耐力計算式 

せん断耐力 𝑄 =
𝑀

𝑎1
  (kN) 

𝑀 ：基本耐力は、仕口形状・梁せいに対する特定回転角 1/20 時の 

曲げモーメント(kN･m) 

𝑎1 ：補正係数「横架材芯々」(m) 

 

適用範囲 

「標準設計法案」による。 

チェックリスト９．構造要素の条件についても確認下さい。 

  

(1) (2) (3)

横架材芯々 仕口形状 梁せい 基本耐力 補正係数 差鴨居

間距離 横架材芯々 せん断耐力

(mm) (mm) (kN・m) (m) (kN)

2,730 雇いほぞ込栓打ち 150 2.07 2.73 0.76

差鴨居

①「横架材芯々間距離」は、数

値を直接入力下さい。 

「仕口形状」「梁せい」は、ﾄﾞ

ﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄから該当項目を選

択して下さい。 

②「基本耐力」「補正係

数」には、せん断耐力を

計算するための値を表示

します。この値を用いて

せん断耐力を自動計算し

ます。 

③「せん断耐力」の

計算結果を表示し

ます。 

仕口形状 

梁せい 

(1) 

(3) 

(2) 

横架材芯々間距離 
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3.4.「土壁」入力セル 

「土壁」の入力項目に入力するとせん断耐力を自動計算します。 

下図①～③に入力項目と結果表示の概要を示します。 

入力項目は、①の(1)～(4)となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(標準設計法案 P.11 より引用) 

図 土壁の入力項目 

入力項目 

(1) ：柱芯々間距離(mm) 

1P(1P=900mm)未満は評価しない。 

(2) ：厚さ(mm) 

土壁の厚さは、総壁厚＝荒壁厚+中塗り厚とする。 

「裏返し」が有る場合は、総壁厚は 50mm 以上とする。50mm 未満の時は評価しな

い。総壁厚が 80mm を超える場合は、t=80mm として評価する。 

「裏返し」が無い場合は、総壁厚さ 50mm 未満でも厚みに応じて評価する。 

(3) ：裏返し「有」「無」から選択 

(4) ：仕様「標準※1」「京土壁※2」から選択 

 

せん断耐力計算式 

せん断耐力 𝑄 = 𝜏 × 𝑎1 × 𝑎2 × 𝑎3  (kN) 

𝜏 ：仕様に対する特定変形角 1/20 時の土壁のせん断応力度(kN/m2) 

𝑎1 ：補正係数「柱芯々」(m) 

𝑎2 ：補正係数「厚さ」(m) 

𝑎3 ：補正係数「裏返し」有の時 1、無の時 0.5 

 

適用範囲 

※1「標準」は、「標準設計法案」による。 

※2「京土壁」は、「京都左官協同組合 京土壁仕様」による。同仕様については、京都左

官協同組合（電話：075-353-7335、ＦＡＸ：075-353-7290、メール：info@kyotosakan.com）

までお問い合わせ下さい。 

チェックリスト９．構造要素の条件についても確認下さい。  

(1) (2) (3) (4)

柱芯々 厚さ 裏返し 仕様 土壁の 土壁

間距離 せん断応力度 柱芯々 厚さ 裏返し せん断耐力

(mm) (mm) (kN／m2) (m) (m) (kN)

1,820 55 有 京土壁 88 1.820 0.055 1.0 8.81

土壁

補正係数

①「柱芯々間距離」「厚さ」は、

数値を直接入力下さい。 

「裏返し」は、ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄ

から該当項目を選択して下さ

い。 

②「土壁のせん断応力度」「補正係数」

には、せん断耐力を計算するための

値を表示します。この値を用いてせ

ん断耐力を自動計算します。 

③「せん断耐力」の

計算結果を表示し

ます。 

柱芯々間距離 

裏返し 

厚さ 

(1) 

(2) 

(3) 

柱芯々間距離 

(1) 

土台仕様 足固仕様 

仕様 

(4) 
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3.5.「乾式土壁」入力セル 

計算ツールでは、乾式土壁パネルを「乾式土壁」と表記します。 

「乾式土壁」の入力項目に入力するとせん断耐力を自動計算します。 

下図①～③に入力項目と結果表示の概要を示します。 

入力項目は、①の(1)～(4)となります。 

 

 

 

 

 

 

 

(荒壁パネル設計・施工マニュアル P.11 より引用) 

図 乾式土壁の入力項目 

入力項目 

(1) ：柱芯々間距離(mm)  

600mm 未満は評価しない。 

(2) ：パネル厚さ(mm)「22」「26」から選択 

(3) ：下地仕様「受材」「貫」から選択 

(4) ：張り方「片面」「両面」から選択 

 

せん断耐力計算式 

せん断耐力 𝑄 = 𝑝 × 𝑎1 × 𝑎2  (kN) 

𝑝 ：基本耐力は、下地仕様・張り方に対する特定変形角 1/20 時の 

標準骨格曲線水平力(kN/m) 

𝑎1 ：補正係数「柱芯々」(m) 

𝑎2 ：補正係数「パネル厚さ」t=26mm の時 1、t=22mm の時 0.84 

 

適用範囲 

「荒壁パネル設計・施工マニュアル」による。 

チェックリスト９．構造要素の条件についても確認下さい。 

  

(1) (2) (3) (4)

柱芯々 パネル厚さ 下地仕様 張り方 基本耐力 乾式土壁

間距離 柱芯々 パネル厚さ せん断耐力

(mm) (mm) (kN／m) (m) (kN)

1,820 26 受材 片面 6.17 1.82 1.00 11.23

補正係数

乾式土壁

①「柱芯々間距離」は、数値を

直接入力下さい。 

「パネル厚さ」「下地仕様」

「張り方」は、ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄ

から該当項目を選択して下さ

い。 

②「基本耐力」「補正係

数」には、せん断耐力を

計算するための値を表示

します。この値を用いて

せん断耐力を自動計算し

ます。 

③「せん断耐力」の

計算結果を表示し

ます。 

柱芯々間距離 

張り方 

パネル厚さ

さ 

下地仕様 

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 
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3.6.「板壁」入力セル 

「板壁」の入力項目に入力するとせん断耐力を自動計算します。 

下図①～③に入力項目と結果表示の概要を示します。 

入力項目は、①の(1)～(3)となります。 

 

 

 

 

 

 

  

(標準設計法案 P.11 より引用) 

図 板壁の入力項目 

 

入力項目 

(1) ：柱芯々間距離(mm) 

(2) ：横架材芯々間距離(mm) 

(3) ：仕様「落込板壁(落とし込み板壁※1)」「貫縦張板壁(木ずり壁※1)」 

「下見板壁(下見板貼り※1)」「標準設計法板壁※2」から選択 

 

せん断耐力計算式 

せん断耐力 𝑄 = 𝑝 × 𝑎1 × 𝑎2   (kN) 

𝑝 ：基本耐力は、仕様に対する特定変形角 1/20 時のせん断耐力(kN) 

𝑎1 ：補正係数「柱芯々」 

標準設計法板壁の時、900mm≦l≦1000mm の時に 1 

l＜900mm 又は l＞1000mm の時に適用外 

その他の仕様の時 柱芯々間距離

1820
 

𝑎2 ：補正係数「横架材芯々」 2730

横架材芯々間距離
 

 

適用範囲 

※1「京町家の限界耐力計算による耐震設計および耐震診断・耐震改修指針」による。 

※2「標準設計法案」による。 

チェックリスト９．構造要素の条件についても確認下さい。 

  

(1) (2) (3)

柱芯々 横架材芯々 仕様 基本耐力 板壁

間距離 間距離 柱芯々 横架材芯々 せん断耐力

(mm) (mm) (kN) (kN)

910 2,730 落込板壁 15.00 0.50 1.00 7.50

補正係数

板壁

①「柱芯々間距離」「横架材芯々

間距離」は、数値を直接入力

下さい。 

「仕様」は、ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄか

ら該当項目を選択して下さ

い。 

②「基本耐力」「補正係

数」には、せん断耐力を

計算するための値を表示

します。この値を用いて

せん断耐力を自動計算し

ます。 

③「せん断耐力」の

計算結果を表示し

ます。 

柱芯々間距離 

仕様 

(1) 

(3) 

横架材芯々間距離 

(2) 
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3.7.「方杖」入力セル 

「方杖」の入力項目に入力すると柱折損とせん断耐力を自動計算します。 

下図①～③に入力項目と結果表示の概要を示します。 

入力項目は、①の(1)～(3)となります。 

 

  

 

 

 

 

 

  

図 方杖の入力項目 

 

入力項目 

(1) ：横架材芯々間距離(mm) 

(2) ：柱樹種「スギ」「ヒノキ」「ケヤキ」から選択 

(3) ：柱 D(mm) 

 

せん断耐力計算式 

せん断耐力 𝑄 = 𝑝 × 𝑎1  (kN) 

𝑝 ：基本耐力は、特定変形角 1/20 時のせん断耐力(kN) 

𝑎1 ：補正係数「横架材芯々」
2730

横架材芯々間距離
 

柱折損判定計算式 

方杖の柱折損の検討は下式を満足する場合、柱折損しない判定とする。 

M≦Mc、折損しない時○印、折損する時×印 

柱の設計用曲げモーメント𝑀 =
𝑄

2
× ℎ 

 h=H－900mm として検討 

柱の曲げ耐力 Mc=Zp×Fb 

Zp ：塑性断面係数×有効率 0.75 

Fb ：曲げ基準材料強度 

 

適用範囲 

「京町家の限界耐力計算による耐震設計および耐震診断・耐震改修指針」による。 

チェックリスト９．構造要素の条件についても確認下さい。 

  

(1) (2) (3)

横架材芯々 柱樹種 柱 D 基本耐力 補正係数 柱折損 方杖

間距離 横架材芯々 判定 せん断耐力

(mm) (mm) (kN) ×印0個 (kN)

2,730 スギ 105 4.39 1.00 ○ 4.39

方杖

①「横架材芯々間距離」「柱Ｄ」

は、数値を直接入力下さい。 

「柱樹種」は、ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄ

から該当項目を選択して下さ

い。 

②「基本耐力」「補正係数」に

は、せん断耐力を計算する

ための値を表示します。こ

の値を用いてせん断耐力を

自動計算します。 

③「柱折損」「せん断

耐力」の計算結果

を表示します。 

横架材芯々間距離 
柱樹種 

柱Ｄ 

(1) 
(2) 

(3) 

※方杖(120mm 角材) 
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3.8.「小壁」入力セル 

計算ツールでは、土壁による小壁を「小壁」と表記します。 

「小壁」の入力項目に入力し、計算ボタンを押して下さい。柱折損とせん断耐力を自動計算します。 

下図①～③に入力項目と結果表示の概要を示します。 

入力項目は、①の(1)～(11)となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(標準設計法案 P.13 より引用) 

 

 

(標準設計法案 P.32 より引用)              (標準設計法案 P.13～14 より引用) 

図 小壁の入力項目 

 

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11)

小壁仕様 小壁 t 小壁 垂h 1 小壁 腰h 2 壁高補正 柱樹種 柱全面壁 柱 D 柱 H 柱本数 計算ボタン 柱折損 小壁

垂れ壁・腰壁 判定 せん断耐力

(mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (本) ×印0個 (kN)

垂れ壁付き柱 2P 60 755 60 スギ 無し又は片側 120 2730 2 ○ 2.81

小壁

計算

一括計算

①「小壁 t」「小壁垂 h1」「小壁腰 h2」「壁高補正」「柱Ｄ」

「柱Ｈ」「柱本数」は、数値を直接入力下さい。 

「垂れ壁・腰壁」「小壁仕様」「柱樹種」「柱全面壁」は、

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄから該当項目を選択して下さい。 

②計算する行のいずれかのセルを選択し

た状態で「計算」ボタンを押すとその

セルがある行の「柱折損」「せん断耐

力」の計算結果を表示します。 

③「柱折損」「せん断

耐力」の計算結果

を表示します。 

小壁垂 h1 

柱樹種 

柱 H 

柱Ｄ 

柱本数 

垂れ壁・腰壁 

小壁垂 h1 

小壁腰 h2 

柱全面壁 

(1) 

(4) (4) 

(5) 

(6) 

(6) 

(7) 

(9) (10) 

(11) 

(8) 

※腰壁だけの時は、垂壁と

みなして「小壁垂 h1」に

入力して下さい。 

※②の柱は「柱全面壁」両側、

④⑤の柱は「柱全面壁」片側と

評価する。 

※差鴨居 

※差鴨居で拘束された側柱 2 本 → 2 本と評価 ※中柱 1 本＋1 端が拘束されない側柱 2 本→ 2 本と評価 

 

小壁 t 

小壁仕様 

(3) 

(2) 

 

(6) 

※垂れ壁内法高さ＝ 

小壁垂 h1 - 壁高補正 

壁高補正 壁高補正 

壁高補正 

※壁高補正値は、垂れ壁と腰壁で

１つの値を用いて計算するので

大きい値の方を採用するなどの

判断をして下さい。 

※腰壁内法高さ＝ 

小壁腰 h2 - 壁高補正 

h1= 

h2= 

※壁高補正の値は、 

梁せいの 1/2+鴨居

せい 1/2 の値 

※P は半間 900～1000mm 

「スギ」 

「ヒノキ」 

「ケヤキ」 

※折損補強のための添え柱も同じ要領で柱本数に加算し評価 

②「一括計算」ボタンを押すと入力した

全ての行について「柱折損」「せん断

耐力」の計算結果を表示します。 

※横架材芯々間距離 
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せん断耐力計算式 

「標準設計法案」「詳細設計法案」による。 

「裏返し」が無い場合は評価しないこととする。 

 

柱折損判定計算式 

「標準設計法案」「詳細設計法案」による。 

 

適用範囲 

「標準設計法案」「詳細設計法案」による。 

チェックリスト９．構造要素の条件についても確認下さい。 
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3.9.「乾式小壁」入力セル 

計算ツールでは、乾式土壁パネルによる小壁の表記を「乾式小壁」とする。 

「乾式小壁」の入力項目に入力し、計算ボタンを押すと柱折損とせん断耐力を自動計算します。 

下図①～③に入力項目と結果表示の概要を示します。 

入力項目は、①の(1)～(13)となります。 

 

 

 

 

 

 

入力項目と計算表示の概要は、「乾式土壁」「小壁」を参照して下さい。 

※(4)「下地仕様」は、「受材」のみとしている。 

 

せん断耐力計算式 

「標準設計法案」「詳細設計法案」による「小壁」に準ずる。 

 

柱折損判定計算式 

「標準設計法案」「詳細設計法案」による「小壁」に準ずる。 

 

適用範囲 

「標準設計法案」「詳細設計法案」「荒壁パネル設計・施工マニュアル」による。 

チェックリスト９．構造要素の条件についても確認下さい。 

  

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11) (12) (13)

小壁仕様 パネル厚さ 下地仕様 張り方 小壁 垂h 1 小壁 腰h 2 壁高補正 柱樹種 柱全面壁 柱 D 柱 H 柱本数 計算ボタン 柱折損 乾式小壁

垂れ壁・腰壁 判定 せん断耐力

(mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (本) ×印0個 (kN)

垂れ壁付き柱 2P 26 受材 片面 705 105 スギ 無し又は片側 120 2730 2 ○ 3.41

乾式小壁

計算

一括計算

①「小壁垂 h1」「小壁腰 h2」「壁高補正」「柱Ｄ」

「柱Ｈ」「柱本数」は、数値を直接入力下さい。 

「垂れ壁・腰壁」「小壁仕様」「パネル厚さ」「下

地仕様」「張り方」「柱樹種」「柱全面壁」は、ﾄﾞ

ﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄから該当項目を選択して下さい。 

③「柱折損」「せん

断耐力」の計算結

果を表示します。 

②「一括計算」ボタンを押すと入力した

全ての行について「柱折損」「せん断

耐力」の計算結果を表示します。 

②計算する行のいずれかのセルを選択し

た状態で「計算」ボタンを押すとその

セルがある行の「柱折損」「せん断耐

力」の計算結果を表示します。 
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3.10.「剛節フレーム」入力セル 

「剛節フレーム」の入力項目に入力するとせん断耐力を自動計算します。 

下図①～③に入力項目と結果表示の概要を示します。 

入力項目は、①の(1)～(2)となります。 

 

 

 

 

 

 

 

図 剛節フレームの入力項目 

 

※『耐震性能評価』シートの「異なる等価粘性減衰定数による補正係数」に影響します。  

 

入力項目 

(1) ：横架材芯々間距離(mm) 

(2) ：仕様「2-36×180」「2-36×150」から選択 

 

せん断耐力計算式 

せん断耐力 𝑄 = 𝑝 × 𝑎1  (kN) 

𝑝 ：基本耐力は、仕様に対する特定変形角 1/20 時のせん断耐力(kN) 

𝑎1 ：補正係数「横架材芯々」 2730

横架材芯々間距離
 

 

適用範囲 

「京町家の限界耐力計算による耐震設計および耐震診断・耐震改修指針」に示された木質

ラーメン（リブフレーム）を含む架構による。 

  

(1) (2)

横架材芯々 仕様 減衰定数 基本耐力 補正係数 剛節フレーム

間距離 h 横架材芯々 せん断耐力

(mm) (kN) (kN)

2730 2-36×180 0.15 7.50 1.00 7.50

剛節フレーム

①「横架材芯々間距離」は、数値を

直接入力下さい。 

「仕様」は、ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄから該

当項目を選択して下さい。 

②「減衰定数」「基本耐力」

「補正係数」には、せん

断耐力を計算するための

値を表示します。 

「基本耐力」「補正係数」

を用いてせん断耐力を自

動計算します。 

③「せん断耐力」の

計算結果を表示し

ます。 

仕様 

(1) 

(2) 

※フレーム単体の減衰定数 

R=1/20 heq=0.15 

横架材芯々間距離 
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3.11.「格子壁」入力セル 

「格子壁」の入力項目に入力するとせん断耐力を自動計算します。 

下図①～③に入力項目と結果表示の概要を示します。 

入力項目は、①の(1)～(2)となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 格子壁の入力項目 

 

入力項目 

(1) ：柱芯々間距離(mm) 

(2) ：横架材芯々間距離(mm) 

 

せん断耐力計算式 

せん断耐力 𝑄 = 𝑝 × 𝑎1 × 𝑎2  (kN) 

𝑝 ：基本耐力は、特定変形角 1/20 時のせん断耐力(kN) 

𝑎1 ：補正係数「柱芯々」柱芯々間距離

1820
 

𝑎2 ：補正係数「横架材芯々」 2730

横架材芯々間距離
 

 

適用範囲 

「京町家の限界耐力計算による耐震設計および耐震診断・耐震改修指針」による。 

 

  

(1) (2)

柱芯々 横架材芯々 基本耐力 格子壁

間距離 間距離 柱芯々 横架材芯々 せん断耐力

(mm) (mm) (kN) (kN)

1,820 2,730 3.75 1.00 1.00 3.75

補正係数

格子壁

①「柱芯々間距離」「横架

材芯々間距離」は、数値

を直接入力下さい。 

②「基本耐力」「補正係数」に

は、せん断耐力を計算するた

めの値を表示します。この値

を用いてせん断耐力を自動計

算します。 

③「せん断耐力」の

計算結果を表示し

ます。 

柱芯々間距離 

(1) 

※格子壁(45×90@300) 

横架材芯々間距

離 

(2) 
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3.12.「粘弾性ダンパー」入力セル 

計算ツールでは、仕口型粘弾性ダンパーを「粘弾性ダンパー」と表記します。 

「粘弾性ダンパー」の入力項目に入力するとせん断耐力を自動計算します。 

下図①～③に入力項目と結果表示の概要を示します。 

入力項目は、①の(1)～(3)となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 粘弾性ダンパーの入力項目 

 

※『耐震性能評価』シートの「異なる等価粘性減衰定数による補正係数」に影響します。  

 

入力項目 

(1) ：横架材芯々間距離(mm) 

(2) ：タイプ「15cm」「20cm」「30cm」から選択 

(3) ：箇所数 

 

せん断耐力計算式 

せん断耐力 𝑄 = 𝑝 × 𝑎1 × 𝑎2  (kN) 

𝑝 ：基本耐力は、タイプに対する特定変形角 1/20 時のせん断耐力(kN) 

𝑎1 ：補正係数「横架材芯々」 2730

横架材芯々間距離
 

𝑎2 ：補正係数「箇所数」箇所数

4
 

 

適用範囲 

「京町家の限界耐力計算による耐震設計および耐震診断・耐震改修指針」に示された制震

装置（仕口ダンパー）を組み込んだ架構による。 

チェックリスト９．構造要素の条件についても確認下さい。 

  

(1) (2) (3)

横架材芯々 タイプ 箇所数 周期 減衰定数 基本耐力 粘弾性ダンパー

間距離 h 横架材芯々 箇所数 せん断耐力

(mm) (kN) (kN)

2730 15cm 4 2.0秒 0.35 1.00 1.00 1.00 1.00

補正係数

粘弾性ダンパー

①「横架材芯々間距離」「箇所数」

は、数値を直接入力下さい。 

「タイプ」は、ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄから

該当項目を選択して下さい。 

②「周期」「減衰定数」「基本耐力」

「補正係数」には、せん断耐力を

計算するための値を表示します。

「基本耐力」「補正係数」の値を用

いてせん断耐力を自動計算しま

す。 

③「せん断耐力」の

計算結果を表示し

ます。 

タイプ 横架材芯々間距離 

(1) (2) 

箇所数 

(3) 

※ダンパー周期 2 秒、h=0.35 に固定 
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3.13.「仕口補強材」入力セル 

計算ツールでは、樹脂一体型仕口補強材を「仕口補強材」と表記します。 

「仕口補強材」の入力項目に入力するとせん断耐力を自動計算します。 

下図①～③に入力項目と結果表示の概要を示します。 

入力項目は、①の(1)～(3)となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 仕口補強材の入力項目 

 

入力項目 

(1) ：横架材芯々間距離(mm) 

(2) ：タイプ「R10」「S10」から選択 

(3) ：箇所数 

 

せん断耐力計算式 

せん断耐力 𝑄 = 𝑝 × 𝑎1 × 𝑎2  (kN) 

𝑝 ：基本耐力は、タイプに対する特定変形角 1/20 時のせん断耐力(kN) 

𝑎1 ：補正係数「横架材芯々」 2730

横架材芯々間距離
 

𝑎2 ：補正係数「箇所数」箇所数

4
 

 

適用範囲 

「京町家の限界耐力計算による耐震設計および耐震診断・耐震改修指針」に示された仕口

補強材（耐震リング）を組み込んだ架構による。 

チェックリスト９．構造要素の条件についても確認下さい。 

  

(1) (2) (3)

横架材芯々 タイプ 箇所数 基本耐力 仕口補強材

間距離 横架材芯々 箇所数 せん断耐力

(mm) (kN) (kN)

2,730 R10 4 4.00 1.00 1.00 4.00

補正係数

仕口補強材

①「横架材芯々間距離」「箇所数」

は、数値を直接入力下さい。 

「タイプ」は、ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄから

該当項目を選択して下さい。 

②「基本耐力」「補正係数」に

は、せん断耐力を計算するた

めの値を表示します。この値

を用いてせん断耐力を自動計

算します。 

③「せん断耐力」の

計算結果を表示し

ます。 

タイプ 

横架材芯々間距離 

(1) 

(2) 

箇所数 

(3) 
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3.14.「その他」入力セル 

「その他」は、せん断耐力を直接入力します。 

入力項目は、①の(1)となります。 

 

 

 

 

入力項目 

(1) ：せん断耐力(kN) 

1/20(rad)の耐力を直接入力して下さい。 

 

適用範囲 

文献・実験・メーカーなどの採用した適用範囲を順守すること。 

チェックリスト９．構造要素の条件についても確認下さい。 

  

(1)

その他

その他

せん断耐力

(kN)

1.00

①「せん断耐力」

の数値を直接入

力して下さい。 
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3.15.「その他ダンパー」入力セル 

「その他ダンパー」の入力項目に入力するとせん断耐力を自動計算します。 

下図①～③に入力項目と結果表示の概要を示します。 

入力項目は、①の(1)～(7)と③の(8)となります。 

 

  

 

 

 

『耐震性能評価』シート 

 

 

 

 

 

図 その他ダンパーの入力項目 

 

※『耐震性能評価』シートの「異なる等価粘性減衰定数による補正係数」に影響します。  

 

入力項目 

(1) ：横架材芯々間距離(mm) 

(2) ：タイプ 

(3) ：箇所数 

(4) ：周期 

(5) ：基本耐力 

(6) ：補正係数 1 

(7) ：補正係数 2 

(8) ：その他ダンパー等価粘性減衰定数 

 

せん断耐力計算式 

せん断耐力 𝑄 = 𝑝 × 𝑎1 × 𝑎2  (kN) 

𝑝 ：基本耐力は、タイプに対する特定変形角 1/20 時のせん断耐力(kN)を設定する。 

𝑎1 ：補正係数 1 を必要に応じて設定する。 

𝑎2 ：補正係数 2 を必要に応じて設定する。 

 

適用範囲 

文献・実験・メーカーなどの採用した適用範囲を順守すること。 

チェックリスト９．構造要素の条件についても確認下さい。 

  

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7)

横架材芯々 タイプ 箇所数 周期 基本耐力 補正係数1 補正係数2 その他ダンパー

間距離 せん断耐力

(mm) (秒) (kN) (kN)

2730 ○○ダンパー 4 1.5 4 1.00 1.00 4.00

その他ダンパー

※

※

建物名称

階数 (階) 2  ≦ 2 ２階階高 H2 (m) 2.000 地盤種別 第1.5種

延べ面積 (m2) 80.00  ≦ 500 １階階高 H1 (m) 3.000 平家建て 0.27

高さ (m) 12.00  ≦ 13 階高比 Rh＝H2／H1 0.67 ２階建て 0.30

軒の高さ (m) 9.00  ≦ 9 柱脚計画 水平方向 拘束する 上下方向 拘束しない 想定地震 震度6強

構造要素 0.50

京町家型標準設計法による耐震性能評価

建築物の
概要

構造階高 地盤概要

データ入力欄
欄 : ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄから該当項目を選択して下さい。

欄 : 建物名称、数値を直接入力して下さい。

１階の作用せん断力を

層せん断力係数の形で

無次元化した値 Cb

その他ダンパー等価粘性減衰定数

①「横架材芯々間距離」「タイプ」「箇所数」「周期」「基本耐力」

「補正係数」は、数値を直接入力下さい。 

「基本耐力」「補正係数 1」「補正係数 2」の値を用いてせん断耐

力を自動計算します。 

②「せん断耐力」の

計算結果を表示し

ます。 

タイプ 

(2) 

箇所数 

(3) 

周期 

(4) 

基本耐力 

(5) 

横架材芯々間距離 

(1) 

補正係数 1 

(6) 

ダンパー周期(秒) 

補正係数 2 

(7) 

※必要に応じて設定する。 

※設定する。 ③「その他ダンパー等価

粘性減衰定数」は、数

値を直設入力下さい。 

(8) 

※必要に応じて設定する。 
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4. 『通し柱折損の検討』シート 

『通し柱折損の検討』シートは、建築物の耐震性能評価を行った後に通し柱に対する入力を行

い、通し柱折損の判定結果を表示します。 

下図①～④に入力項目と結果表示の概要を示します。 

入力項目は、①の該当項目となります。 

 

 

 

 

 

 

 

『耐震性能評価』シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細設計法案 P.43 から引用 

図 強制変形を受ける通し柱 

  

通し柱折損の検討

位置 柱せい 全高さ 樹種 材料強度 ヤング係数 変形量の 式 通し柱折損の判定

増大率 α･β･2･H･Fb (Cu2／Cub) R2 R1 ⊿R ⊿R≦式の場合、折損なし

D H Fb E β 3･D･E RC0 =R1-R2 折損なし　1箇所

(mm) (mm) (N/mm2) (N/mm2) (rad) (rad) (rad) (rad) 折損する　0箇所

X1Y1 105 5000 スギ 二方差(対辺) 0.35 22.2 6860 1.5 0.054 2.644 0.000 0.050 0.050 折損なし

断面係数の有効率

α

105 スギ

5000 二方差(対辺)

通し柱
の確認

樹種通し柱折損の判定 折損なし

X1Y1代表柱位置 断面係数の有効率

柱せい　Ｄ　(mm)

全高さ　Ｈ　(mm)

②通し柱折損を計算する

ための値を表示しま

す。この値を用いて通

し柱折損を自動判定し

ます。 

 

①「位置」「柱せい」「全高さ」

は、数値を直接入力下さい。 

「樹種」「断面係数の有効率」

は、ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄから該当項

目を選択して下さい。 

③「通し柱折損の判定」計

算結果を表示します。 

「折損なし」もしくは 

「折損する（注意）」 

を表示します。 

④『耐震性能評価』シートには、『通し

柱折損の検討』シートに入力した代

表部材（式の値が最小のもの）を表

示します。通し柱折損の判定結果と

入力項目を表示します。 

※R2 は、建築物の通し柱折損の検討用２階層間変形角

を計算します。R2 の計算では、『耐震性能評価』『建

築物重量算定』『構造要素入力』に全て入力し、そ

の結果を用いています。耐震性能評価をした上で

『通し柱折損の検討』の結果を評価して下さい。 

全高さ 

2 階層間変形角 R2 は、耐震性能評価の 

(Cu2／Cub)／RC0 の値を用いて計算します。 

2 階高さ 

1 階高さ 

通し柱折損を検討する位置 

断面係数の有効率を評価する位置 

※R1 は、１階層間変形角

1／20(0.05)とします。 

1/20 
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5. 『チェックリスト』シート 

『チェックリスト』シートは、京町家型標準設計法の適用範囲や設計者が配慮すべき設計条

件を確認するためのものです。 

入力項目は、①の該当項目となります。 

 

 

  

適用範囲のチェックリスト

適用範囲内 要所見

1. 構造

丸太や製材した木材を使用し、木組みの特性を活かした継手・仕口
によって組み上げられた『伝統的構法』による京町家を扱います。

伝統的構法による京町家か？
筋かいや構造用合板による耐力壁を用い
た木造軸組工法ではないか？

伝統的構法と他の構造種別との混合構造は対象外です。 木造軸組工法、鉄骨造、鉄筋コンクリー
ト造、組積造など、他の構造種別との混
合構造ではないか？

事前調査により架構や材料の経年劣化の
状況を調べたか？

架構や材料の経年劣化に対して、健全な
状態に補修または補強する計画としてい
るか？

継手・仕口は十分な耐力・変形性能を保持できる仕様である必要が
あります。継手・仕口の一体性が乏しい場合は、適切な方法で補修
または補強する必要があります。

継手・仕口の一体性は確保されている
か？

2. 規模

建築物の規模は、下記の条件を満たす必要があります。
・階　　数：2以下
・延べ面積：500㎡以下
・高　　さ：13m以下
・軒の高さ：9m以下

左記の条件を全て満たしているか？

3. 構造階高

構造階高（構造計算に用いる階高）は、原則下記のように設定しま
す。
１階構造階高
：石場建ての場合は、礎石天端～２階床梁天端
　土台形式の場合は、土台天端～２階床梁天端
２階構造階高
：２階床梁天端～屋根桁梁天端

※梁天端に段差がある場合は、低い側の梁天端までとするか、多く
の部分を占める梁天端までとするかなどの判断を行って下さい。

※構造階高は、１階先行降伏条件の確認、１階２階同時降伏条件の
確認、建築物の作用せん断力の大きさに影響します。

構造階高の設定は実状に合っているか？

4. 柱脚計画

・拘束条件Ａ

・拘束条件Ｂ

・拘束条件Ｃ

拘束条件の設定は実状に合っているか？

柱脚の拘束条件が混在しているものは評価できません。 拘束条件が混在していないか？

5. 地盤概要

地盤種別は、第1.5種地盤または第2種地盤を扱います。 左記以外の地盤種別ではないか？

・J-SHIS

・京都市Gsマップ

上記の方法で判定しているか？

6. 想定地震

震度６強または震度６弱を選択できます。原則として震度６強を選
択して下さい。

震度６強で評価しているか？

項目 当該建築物の条件
設計者記入

架構や材料の経年劣化は構造計算に考慮していません。事前調査を
入念に行い、架構のゆがみ、継手・仕口のゆるみ、木材の腐朽・蟻
害などが見られた場合には、それらの現象を健全な状態に補修また
は補強する必要があります。

柱脚の拘束条件を下記のＡ、Ｂ、Ｃに分類して評価します。
Ａ：水平方向および上下方向の移動を拘束する
Ｂ：水平方向の移動を拘束し、上下方向の移動を拘束しない
Ｃ：水平方向および上下方向の移動を拘束しない

※拘束条件Ｂの場合のみせん断耐力を低減します。

地盤種別は、国立研究開発法人 防災科学技術研究所 地震ハザー
ドステーション（J-SHIS）の表層地盤30m平均Ｓ波速度や、京都
市Gsマップから判定することを推奨します（その他の方法でも
可）。

Yes No

採用

採用

採用

採用

採用

Yes No

Yes No

Yes No

Yes No

Yes No

No

Yes No

Yes No

Yes No

Yes No

Yes

Yes No

『要所見』側にチェックが入る場合は、適

用範囲内となる計画に見直すか、そのまま

の計画で妥当である旨を示す所見を添付し

て下さい。 

①該当項目をチェック

または記入して下さ

い。 
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6. 印刷 

『耐震性能評価』シート右横に「一括印刷」ボタンがあります。全シートを一式印刷する

場合は、このボタンを押して下さい。ヘッダーには、日時と建物名称と ver.が印刷されま

す。デフォルトでは、Ａ４サイズ片面印刷用に印刷設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷結果 

 

 

全シートを一括印刷します。

ヘッダーには、日時と建物名称とver.が印刷されます。

一括印刷

「一括印刷」ボタンを押

して印刷して下さい。 

ヘッダーに、日時と建

物名称と ver.が印刷さ

れます。 


